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を日しそう
=の
饉わりに

社会籠社法人 子供の町
43■   口中 文男

今年も子供鋪 の 子I薇り1に,加した くこの日
のために■事さんを買いました)●臓おとなし

'■
も やんちやな手t この日はか,ほと楽しそうに

Rび口っている 0現に率を1かれ 檜導員さんが
つくる嬌モば●食ネたがと思うと 次は,日

“

市在

住0外■人ポうンティアグループ0口會に行き 本
場インドのカレーを食べる 政

=●
■のお

"鵬 =ちtみを 2篠tt^=した Ell市の日芸球のご主
人がつくoたフルースリーのジユース たヽ●ぶりと

飲んだ

多忙な■日を■いてお出が
"Tき
つた小学校の餃

晨先生とも口をいかしながら饉り合う i子ともたち

の贅

“

がいいですね|IJ tお oしゃつて下さった

,た 壼減人に■3する0理
'ω
鳳口 大学崚薇め

方々とも 今日の児●0理についてお饉を備う
=を

がで,た ■に鵞  々子どもたちの■をお見さん

お

"さ

んを轟めてくれている文枚大学のポラン■ィ

アの学生さんたもとも日手に次ぐ菫宇 そのmを樹
切るのは数ヨ鶴 私と

=山
の立山に行oた千ωひと

そして徊びは神員ωご晏場 摯礼の半てんを■
'

効見たちが
=め
■わりが近くなoた凛空に層くよう

に 'ワツシ●イ
' 
ワッショイ1,と元饉な口ては

し●ビまわる それにしても 休日
=重
上してここ

までお日立てtしてくれた●■の書さんに た
"た

た0日 'おり||と う,Jと言つたら ほうりと菫を
澤か
^て
くれた

祭,“籍わるとすぐに九月 薔
=颯
が始まる 中

0は■llを決お 薔
`は
自分の力で自分Φ人生を自

llださねはならない この0ともたちのために 駄
にgがで書る0か 何をしなけれは●●らないのか
■空を見上′ながら■える

継の大学時代 自分の▲を発りながら触撃を饉
"

た衣人もヽ たヽ 土木祥8を饉●な
“

ら大学腱^遺ん

だll口もいた ●■でいつも口つていたくセに 薔
校象的になoた底もいた IItとは

"代“

員なると

,いλ :人蜀は―人ヽは生さていけない ,く のス

ω文えがあ裏なんだ そのためには多くのまを作0
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うよJという名0ささやかな腱 を はしやき壼0
ている率どもたちにどう伝えるが その責任は■い

'年
ですからlJな どと薔げ口上を言わず ス症■
から子どもたちとllを合い 奎きる日■を 兼楽を
■るためω手餃■―

"に

■えて
'｀

かわはならない

●ぜなら 立山のキャンラファイヤーで火の絆を洟
した毬は ●力した子とも0ために 少tでも,せ
になれるよう 舅力す0と書つたのだから

安全な鮨理的凛崚 それを支える●■資賣0向上
公率な施設支饉tt慶 人員配口などどれをとつても
菫い●Eです

日々の生活に着われ ■ωように過ぜていく0日
で 同われる鰊口^0口●がなかなが■いたせない
ことも多くあります ―つ0とつ対6していること
が決して魚欧ではない,と を愴して子供たちとn=
合いたいものです

腱員としてω豪■の力王 子供との自さ合い方 宮
圭的な学口 そして日

=を
持つて子供と口わりを,

つ●■方の腋り組み0-薔です

'c,P薔
薔を■して,

'●
llll,

堀菫薔コお餃 子供のII
施艘晏   燿肛 着人

社会福社法人手供のIrt今年で

"立
00日年を通

えました 餞眼りない勢力と富口と喜びがあつたこ

とてしょう 0こ に引るまで支えて下さつたこ員の

■線 口わりをもつて下さつた薇■の薔櫨 そして
日目の口薇のご

=力
になから●樹車し上′ます

これまでに亭供の時とエンジ||ルホーム (B=覇

見舞臓子供
"rを
含む)を併せますと,000人 を

組える子供たちが●0子供の鼈で生活をし =菫^
そして社会

^を
果立つていをました 昭和21年腑麟

の子供ω●lク リ■ツクt臓々と受十車がれ 子供た
ちの

“

Ⅲ■理を支えて下さつています

こういoた率■生の中●は 若い人
=か
りでなく

∞才
"才
を饉えた方が今でも饉かしさを詢に訪ね

て楽られたりtします 古|ヽ写■や施設だよりを見
て ■時こんな●●メいた おんな子がいたと 菫

時を■ ,逮ります 本当はお互い辛かつただらうと
思い,すが 長い年月を経て忠い出に童わ0たのだ
ろうと思います

平成お年底の全国の兒菫相麟所での椒虚■lu件漱

が
'方
件を超しました 児童姜コ

“

Rて轟ちオ子供

たちの半餞以上
"被
n体験を,ち 不轟切な凛婉下

で姜■され 鸞菫善瞑嘉康において
` 
社会的姜饉

の充実と警育躍瞼の政●が東あられています 安心

0ソニト曜 士  安■ ■知子
市年度 初めてのメみとして魔殷内で0'0(●
モンセンス ペアレンテイング,研修を開饉させて

頂
=ま
した 襲初は倉身の勉強のためとして レヽー

ナー賣格を取■したのですが B分自″が06●の

新たな視点で閾壼ω壺理ができた, 実践してみて
rす 0にブラスが見えなくてもマイナスにはならな

いのでは,,と 感じることがあり ll跛長にも勧
=

をいたださながら●0研修を全日しました

鵬饉に当たつては ,電を重える|1名近く041菫

■ ●う九しい菫[`贅晏を●tつつ 賣菫なロロを
使つて,加 して下きる方々にとoて 研修が真腱に
うながるように 少しても,却 して■かつたと感じ
られる●うな

"日
気作り 肉書を0掛けました

セッションを燿してOS●スキルの■●は勿nで

すが コを菫ねることに自おと所属や経験年強セロ

ゎntl的に怠見を交わす場となり 綱童ll解やモ

●

"J=
薔■ 青弘
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hthO■ ,=,の場となつたようにも薔じました
またロロ凛だけでなく上手くいoた0倒についても

共4rfることがで,スーション0摘上にもなoたと

いう拿見も麟かれ,した ■には06●た ,ではう
まくいかなt●憫もあ,ました|| その■にも■

“な曼を出し合つて考え トレーナー冑舟も学んた,
元気付けられる場薔も,て ヽりました

最■に0り
'し
たが ●●●●Eをご■llいただ

書このような●会を与えて下さoたIII お忙しい

中ご●加いただいたI楡 本当におり」とうこさい
ました

クラフ嬌口を菫して

'ン
フトボールクう力

ル
'‐
ユ  8“ n行

ソフトポールクラブは 毎年,月 に行われるLll
鋼●■燎大会に向けて括ntてぃ,す 0先から大

会まで 体日や■体み0旱■に鑢■をし,す 小学

`年
生から■校 3年生までII広い年代の子供たち″

大会で優勝することをll檜して覇薇つてい
't

ソフトボールク
'プ
のモ,トーは

'全"ブ
レー,

崚 り,'"だしJです 0を 日絶すこと
=狛
で

すが まずは生著樽●の―■として 雄でも出豪る
ことを全力で術なうことを情ヽしています その上
で 技輌ω廂上やjlい0果はついてくると■えてい
ます 鶴十年蜀 

“

0時■7壺きてグうンドに来る

だけでもすごいことたとはいます

―人0と ,0小さな咸晏七見議すことなく

“

●し

ともに薔び =めてやることヽ  ■供たちには3●
をつけても

=い
たいと息ぅています 最後には0

し,―ムで3びたいと慮います

:タンスク
'ブ
,

手侯の町  今野 崚昴
藤 タンスクラフは I祭 りの競 に関けて鎌■

,‐んでい,す  今日の曲は Dl正の●● 
“

'Ⅲ

●という戯です

●口の瞭 きわきわしていた●囲気の中に実●●
付ω口をかけ始あると●メロリ出します 大猛の子
が壼付
=彙
えるのにあ死です ■えるのが難しくロ

■

“

燎になる手もいます

“

 賃えた●付を合わせて
■ることltrせると 不安げな豪情

`集
崚に童わリ

ー体壼も生まれ凛い

"田
気になります

全体を半分に分けて,付を見せ合う
"■
もします

人に見られると壼■感が生tれ しoかりしないと
とぃぅrIIちが生まれるようです "薇の機会が―

つの日●ですが たくさんの人に■んても|・ える人
になれるよう●分自分も威燿できた0と思つていま

す 口らせてもられることの●nt忘れず 今■t

キ彙
"年
度4月 10人●

「

しい仲口,遭えました

そして
'月
 '■ と麟■にロヨ■ 8arさんを目

えることがで會菫した 8己

“

介です

0'●
～
1 菫OB秦  ヨ● 澪準

早曖 2`年度晰任聰■の薔特第■です 60秦にE
菫にな,,した "年度まから 舅冤秦でアルバイ
トをして入らせて惧いていました 興ヨ専を■して
も女兒■に入るのは切ヽてのことで 戸菫いながら
も先軍方に東えられ 日々子供たちとHわつていま
す

も圭港では ′ヽリネズ
=を
フェレウト●

“

0ていて

毎日■でて元嬌をもらっています パイクも好きで
遇働に使●てい

'す
が 最近では■きに負け ■●
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収■で彙る●とはめ0さ り菫0てしまい 鰊しくな
oたらとこに行こうがと 思いを選らせております
マイスースな方のL●, 日事に0ど oしり●え
てし,い ●日をLヤヒヤさせてしまうtと もしば
しばおりますが 今資も先菫方0お力をお●りしな

"ら
燿棗つて,い ,ますのでようしくお■い彙し,
す

1}ョDし

=供
のIr ュニフトゅり  ll●余素

今年度よ,お世

“

になoている ●養燿指大学出
■の麟書素楽です

`Я
ぶち口騰させて濱會 ●●す

る日々 ですが 毎日
=て
も兒実しております 子供

と口わり 腐
=合
う0と に

“

●以上の●しさを■じ

ておりますが 発虫■■力のサポートのおかけで
学びを,ながら働くことができています

自分らしい支崚の方議を考えながら これがらも
がんはつていきたいと思います ‐H椰ご薇■の■
よらしてお鳳INn t'す

つ
'“
ヽ 分着 弁上姜彗

分寮にEEにな,ました井上●●●●し,す

日本体,大学で0■の腱燎とスポーツについて,
び ■■兒EIn tllに在●●る手候たちの0に■
り差えるような●■を日相しています また "技
のスII ツなどを生かしながら あらゆる方口から
子供と口わoてい●たいと思oています

入社したはかりで童らない卓が多いかを急います

が _43のほどよらしくお■いいたし
'す

,"鰺
` "●
1豪  小坂丼ゆtが

4月からOA崇 ●ロロになつた小菫丼ゆ0がと中

します 歯ル(苗濤凛  ヽ大学違学を●に増董■に
]o綸して余ました

学生ll代に手候ω町で交資のポランティアを行o

て
=た
中で チ侯たちが絶える憫みと歯●含

`ヽ

 ■
り■lつて 毎日安0して奎層できる凛■づく,を支
Jしたいとなえるようになりました

またまだ素熱ではおりますび 日 の々生活の中で
手候たちを―綸に■長していけたちと患い

'す

千快●●I ユ■,卜すみれ 相本■■
宰蔵
"電
“

員として菫
'■'お
れ ― に

な,ました●本

"■

と0し,t
寮の方に2日され旱くも4ホ月が腱も 日嗜 "
技

“

ブ0モ,,作 , aがぃ伊oが●● また出身
高校が=,萬餃

ということヽあり 手●たちがらは
琥具やヨ具を●して敏しいとよくnりにされた,し

てい
'す
 また専円学崚が大H学■ということでよ

く
'ホ
気になoたら大暉」と言われ霜書きれたりす

るωですが 410期待に応えられるよう●●■にな

れるよう軍ほ0ていきたいと■|・■す

よらしくお申いし

'す

,,Jヽ  "鎌   岩瓶 ■
市年から′‐ 卜をしてお世醸 =なり 今年0●よ
り■■ ,な りましたわ井菫,です 自■

"が
た

くさんありますが 意を持oて千僕たちと口わつて
い,たいです 月りの■■の方々に東央られ 宇び
ながらの毎日です 私が大切にしていることは '"
|.く」ということです 率操たちや●■の方々から
気付がせられることは多くおllます 状線に応じて

,"が求められているのが どのようなF●疇がぶ薔
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0のかを考えながら0●ていきたいです 毬が好0
なヽとは菫躊をすることです Hロ スポーツジム
でインストうク

'―
をして,燎した

チ供の町 0■  凛目●
=

=ん
にちは 事■のII●■にuに なりました簿

"`工
てうるしのやすえ,です これ,て胃壼が●

a網介ω‖会

“

おりましたので 今日t●■口とし
て,a編,さをて■きたい●3います

もの員

"の
ある●壇は

'■
と,体とここらの目が

,,です 具体的には トラ,マケアやレジリエン
ス (目螢力)●―IIング (男■)などです こωニ
は,AS:0-,卜 というモデルωドレーナー資格
を取りました こllは ,ライエントの強みを■や
かに40苺鶴とするモデルです ―日でも旱く菫餞
ω場で活日できるように頑蜃り,す

輪食 目●●  石1“ロ
6月から口薇¨ 食事をll●お亭伝いをさせてい

ただく0と になりました石1,■日です

ほおoてこω場所で●がせてЦいていますよ い
まだ■■ 4,月準 睾鵬のあまり重らないところメ
多くあります

“

 外て見かけたち颯饉に,をかけて
下さるとうれしいです ●日の生活に侵立つ知臓か
ら こらしの役1よつのがわからないトリIIアまで
It,集め聴 です これがらこの■5て●さまめ
生活のn,になるらにE● てい

=う
と忠●てい

'す

と,でよろしくお晨い取します

チ候o■r "o寮 鷹本鬱2
こんにちは `螢 ●風属。なつた日本と0します

●
=綸
めておぅという間に0か月

“

過ピようとして

ぃ,す 名n■で燿
"障
害兄 書0■Rで働いて

いました しかし 日し子供たちの薔らす●tと■
えども 子供球傷n燎々な場面で菫い

“

おり 戸菫
い0がらも日 ,々び II漱的な毎日を選つています

これからも 発壼や子供たちがら多くのことを摯
び 楽しく―生層0に■こしていきたいと●います

どうでよらしくお■いいたします

子供のIr ユ=ッ トぁおぼ  小姜葬伊子
今年度4月 より手供のlrOn員として ,睾あ
おは0颯■をさせてЦいているいお″伊チです

74の Irにお世
「

になり綸めてからのOヶ月日

手供とのかかわり方の菫しさを●じる日々ではヽリ

ますメ 先菫繊員の■線に支えられて鋼壼oてくう
ことがで,ました

まだ,だ楽

"●
3ですが これからも兌u員 の

■籠の
‐3●のもと 手供の気II●●り澤った目わ

リメ出豪るように努力していきたいと菫い,す0で

ようしくお鳳1重します

，

，
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'子
供ω町あれこれ,

事椰晏  な岸 鼻
0し 闘厳遺 {3月 0日 }によると 平n2●華重会
日の見菫ll腋所メ

"応
した■,相談件数は

'■ "'件
(逮

"籠
)綺五晨 さいた,市は,1“

件で全目

“
`位
の多きです 埼玉■ことも安全諄

覺豪b趨 件 ●●壼 4■
'件
に比スマ 12 41

増 ●●●で見ると 1位大阪 1,7,`l1 2趙神
奈|■
'“
丼 3撻東京

'(14件 `侵
午n`"

件 (取令ll窪椰市を含む, 前年度からの増加率

でみると1社m● 2和 僣 12,絆 1 2位■取
, ∞倍 ■|1絆 10偉費爆1 0倍 |"`絆 |や

は,全目的に増加帽匈メ麟いていると言えます

0児 童■●相談件量の増加ま綺
=暴
内のu螢 腱

海散に吝■している子供たちの人所理由 (主い

は 平曖お年魔口喪では入斎理由(圭摯)の 関%
がな虐綸見■でした きちに被慮待体験準隊壺籍

兜菫0“ヽ子供の■ 0ブ¨ 却
・
理由 (主

薔,は 平成お年 4月日奎で
'■"児
菫
``“

(体験率
`,1)で
す

0 :■特モ晏けた子供たちは 発■からIIIのプロ

セスにおいては
'大
人から守られる^=“ついた

存在1である もちろん児2警猥■臓に入所した
後も子守られるス

=存
在,であることは,う

'て
もない しかしもう―うの頭を持つようになるこ

とも●集である それは
'ロ
リめ子どもや大人を

`つ
ける
"=書
卜,ラルメーターをしての存在,

という全く相長するものなのである ]率曖 10

年■時 寮會を組薔していた時にF供の腋 よ

り1に,いた拍文の―IIです この場ヨも 舅兄
最
"て
い0がら●1^0●力行ハ″おり 0から

敏
=鬼
の肋■■新が‖現して●署●件化した0

ながありました 醤 兒 詢害見口方を日壼して

い0腱員
=本
llにわ

"が
■え
'tヽ
0“析れな

いように口うはがりです

0キ どもたちは 曽■鰊t■の菫日でゴムボール凛

びをすることが,いつですが

'コ

a・ にポー
ルを上げてし

'い '取
つてくださいJを■3層に

■,ヽ●余ました ■■に上がつて見るとヨムポー

ルの儀●ボール状の鬱があり

'し

た なんと■下

=丸
めてポール状にしたもの よく菫があると自

い糸で名薔らし8文字が,いておるのに気付
=

ました '00コ 0当た
'0子
どもを

"ん
でIt

atるとその■0■下だと
"口
しました '今ど
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